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ターゲットとする地震
県は、地震被害想定調査結果と国の地震調査委員会の長期
評価等を勘案し、以下の地震を主なターゲットとし、今後地
震防災対策を進めます。

●海溝型：東南海・南海地震同時発生

●内陸型：奈良盆地東縁断層帯、

中央構造線断層帯、

生駒断層帯

※ 市町村は、海溝型地震については東南海・南海地震同
時発生の場合を、内陸型地震については当該市町村で被害
が最大となる地震をターゲットとし、今後地震防災対策を進
めます。
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海溝型地震と内陸型地震の
発生確率と被害規模との関係イメージ図
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【内陸型地震】

■奈良盆地東縁断層帯 （ほぼ０～５％）

■生駒断層帯 （ほぼ０～0.1％）

■中央構造線断層帯 （ほぼ０～５％）

今後30年間の発生確率
ほぼ０～５％

（発生確率は低いが、被害規模は大きい）

【海溝型地震】

■南海 ■東南海
（50％） （60％）

今後30年間の発生確率
50～60％

（発生確率は高いが、
被害規模は比較的小さい）

高い

大きい

発生確率

被
害

規
模

【内陸型地震】

■奈良盆地東縁断層帯 （ほぼ０～５％）

■生駒断層帯 （ほぼ０～0.1％）

■中央構造線断層帯 （ほぼ０～５％）

今後30年間の発生確率
ほぼ０～５％

（発生確率は低いが、被害規模は大きい）【内陸型地震】

■奈良盆地東縁断層帯 （ほぼ０～５％）

■生駒断層帯 （ほぼ０～0.1％）

■中央構造線断層帯 （ほぼ０～５％）

今後30年間の発生確率
ほぼ０～５％

（発生確率は低いが、被害規模は大きい）

【海溝型地震】

■南海 ■東南海
（50％） （60％）

今後30年間の発生確率
50～60％

（発生確率は高いが、
被害規模は比較的小さい）

【海溝型地震】

■南海 ■東南海
（50％） （60％）

今後30年間の発生確率
50～60％

（発生確率は高いが、
被害規模は比較的小さい）



2005.03.12

林が個人的に心配する奈良県の５つの課題

• 連発か？同時か？を周知する
– 宝永型、安政型、昭和型か

• 奈良盆地の住宅連担地域の液状化被害
– 都市住民の一部損害対策

• 南部山間地域の孤立対策
– 新潟県中越地震の中山間地対策

• 「古都奈良」独自の対策：観光客・文化財
– 年間2600万人訪れる観光客をどうさばく
– 文化財を地震火災からどう守る

• 総合的な復興を進めるための復興事業の遂行・調整
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東海地震南海地震
南海・東海地震発生
の時間差と防災課題

• 宝永型 ・・・・ 同時

– 「強いゆれ」：
– 大きな津波被害
– 広域被害

• 安政型 ・・・・ 32時間
– 応急対応能力の払底
– 二次災害の増大

• 昭和型 ・・・・ 2年間
– 復興努力のご破算
– 復興不能
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地盤の液状化による被害
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高齢・少子社会：社会環境の変化
労働人口減少・技術革新・国際化・女性の社会進出
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地域の防災力
= 市民の防災力+公的機関の防災力

• 市民の防災力
– 自助
– 共助
– 自助力の向上のないところに共助は生まれない

• 公的機関の防災力
– 公助
– Safety Netの提供
– 自助力を育む環境・システムの提供
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地域の防災力を
上手に“コンディショニング”する

• 与えられた時間をどういかすか
• 2020年から2040年の間に地域の防災力がピーク
を迎えるようにするにはどうすればいいのか

• 完全に被害を防ぐことは出来ない
• 被害を最小限にするための優先付け

– 被害を出してはいけないもの、やむをえないもの
– 最初の10年やるべきこと、次の10年でやるべきこと
– 22世紀に向けてやるべきことは何か
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30年の視野に立ち、奈良県全体と
して何をなすべきかを考えた戦略

を持つ必要性

時間を味方につける
通常業務を味方につける
県民を味方につける
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長期アクションプログラム
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短期アクションプログラム
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中期アクションプログラム
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長期アクションプログラム

施策
項目

施策
項目

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目

施策
項目

施策
項目

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

施策
項目

施策
項目

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン

目
標

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目

２０年

１０年

施策の柱 施策の柱

３０年

３年

施策の柱

基本目標



2005.03.12

基本理念
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奈良県地震防災対策アクションプログラム 【施策体系図】
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